中学生の情動知能が授業内逸脱行動に及ぼす影響 ： 攻撃性を媒介として by 原田  香菜子



































































る (Mayer&Salovey 1997)。1つめは「情動の知覚 (perce市ing emotion)」であり, 自
己ならびに他者の感情に気づく能力である。2つめは「情動を利用すること (using
emotion)」である。これは,認知的活動に感情を生かす能力である。3つめは「情動を理























































































2名)で,その中から調査票に記入漏れのない,647名(1年生 :男子 89名,女子 111名。
2年生 :男子49名,女子86名・3年生 :男子 156名,女子 156名)分のデータを分析に
使用した。
第3節 調査内容
































項目については,西野ら (2009)と小保方 。無藤 (2006)より 11項目引用した。「あな
たは以下のことをどう思いますか?」と尋ね,11項目に対して (1:全くそう思わない～4:
かなりそう思う)の4件法で回答を求めた。









第 1因子α=.90,第2因子α=85,第3因子α=.56であつた (Table 2(8頁参照))。
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両親との関係 固有値 1以上の基準を設け,2因子 11項目が抽出された。α=.89であつ
た。第 1因子を “親への愛着",第2因子を “家庭での監督"とした。第 1因子はα=.89,
第2因子はα=.70であつた (Table 4(9頁参照))。
Table 2情動知能の因子分析結果 .
































































































































































































































































































































































1.学業成績     ―
2. I生男嗜         ―.059
3.情動知能      169*** -017   _
4.攻撃性      ―.075   -050   106オ*
5.逸脱行動     -240'おオ ー029  -165***
6.逸脱行動の許容  -063   -022  -.147'オ'
7.不良交友     -047   -066  -132・*
8.両親との関係    .132お*   147'オ*  300*需
9 学年3       .054   -088   104'お
10. 学年2       -008     094オ   ー014
271***     _
174***      396苦*オ    _
141*オ'      317*`¨    624丼*'
―-158***   -208・丼*  -249'おオ
.121''    -005        004
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.396需    _
―.060    -.062
-―.155**メ   ー.139■'*
―.197・=哄  ―。196■**
.256***    .218*=*
.207'**     .098*
.129'オ      .067
.137■**     .060
.359=*'     _
―.025   -。131'*
.045   -.163'オキ
ー.016   -.150'求*
.274**十    .122'■
.329***       _
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